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本校の環境教育本校の環境教育

◆環境教育宣言◆

目 標

環境教育の基礎となる自然や生命との
関わりを通して「見る力」を養い、自然や
環境に配慮した「地球にやさしいエンジ
ニア」の育成に効果をあげている。

静岡県立浜松城北工業高等学校は、郷土の豊かで美しい自
然を大切に守るため、環境や自然に配慮できる「地球にやさし
いエンジニアの育成」をめざして環境教育活動を推進します。

行動指針

１ 私達は、環境教育活動を積極的に推進します。
２ 私達は、環境や自然に配慮した“ものづくり”を推進します。
３ 私達は、地域社会と協力し“ボランティア活動”を推進します。
４ 私達は、積極的にグリーン購入を行い循環型社会をめざし

ます。
５ 私達は、ゴミを出さない学校づくりを推進し、ゴミゼロ社会を

めざします。

①1991年より環境教育活動。
②「城北の森」③授業等で
の環境学習④自然や環境
に配慮した「ボランティア」
活動。⑤実際に年間行事に。



日本情報科教育学会日本情報科教育学会(JAEiS)(JAEiS)
JADIE(JADIE(日本情報教育開発協議会日本情報教育開発協議会))からの発展からの発展

入会は、入会は、http://jaeis.org/nyukai/http://jaeis.org/nyukai/



教科「情報」のこれから教科「情報」のこれから
－学習指導要領改訂から見えること－

改訂の内容

現行
情報Ａ 情報Ｂ 情報Ｃ

改訂
社会と情報

情報が現代社会に及ぼす影響を理解させるとともに、情報機器等を効
果的に活用したコミュニケーション能力や情報の創造力・発信力等を養

日本情報科教育学会 http://jaeis.org/zenkoku/index.html
文部科学省 新しい学習指導要領

http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/index.htm

果的に活用したコミュニケーション能力や情報の創造力・発信力等を養
うなど、情報化の進む社会に積極的に参画することができる能力・態度
を育てることに重点を置く。

情報の科学

現代社会の基盤を構成している情報にかかわる知識や技術を科学的
な見方・考え方で理解し、習得させるとともに、情報機器等を活用して

情報に関する科学的思考力・判断力等を養うなど、社会の情報化の進
展に主体的に寄与することができる能力・態度を育てることに重点を置
く。 （答申ｐ１４４）

現行の情報Ａで行っている活用能力の育成は、中学校で実施する方向に。。。



情報教育の体系化情報教育の体系化(1)(1)

○ 普通教科「情報」については、高等学校に入学してくる生徒の知識・技
能に大きな差が見られることなどを踏まえ、義務教育段階における指導内容
を見通した検討を含め、その内容の改善を図る必要がある。（答申p43）

第二十一条 義務教育として行われる普通教育は、教育基本法 （平成十八
年法律第百二十号）第五条第二項 に規定する目的を実現するため、次に
掲げる目標を達成するよう行われるものとする。掲げる目標を達成するよう行われるものとする。

四 家族と家庭の役割、生活に必要な衣、食、住、情報、産業その他の事項
について基礎的な理解と技能を養うこと。

（学校教育法）

※ 義務教育で情報を扱うことが明記された。



情報教育の体系化情報教育の体系化(2)(2)
・小学校段階では、各教科等において、コンピュータや情報通信ネットワークなどの
積極的な活用を通じて、その基本的な操作の習得や、情報モラル等 にかかわる指導
の充実を図る。特に、総合的な学習の時間において、情報に関する学習を行う際には、
問題解決的な学習や探究活動を通して、情報を受信し、収集・整理・発信したり、
情報が日常生活や社会に与える影響を考えたりするなどの学習活動が行われるよう
配慮することとする。また、道徳においても、その指導に当たって、発達の段階に応
じて情報モラルを取り扱うよう配慮する。

・中学校段階では、各教科等において、小学校段階の基礎の上に、コンピュータや情
報通信ネットワークなどを主体的に活用するとともに、情報モラル等に関する指導の
充実を図る。特に、技術・家庭科の内容としては、マルチメディアの活用やプログラ
ミングと計測・制御などに関する基本的な内容をすべての生徒に学習させる。

・高等学校段階では、各教科等において、小学校及び中学校段階の基礎の上に、コン
ピュータや情報通信ネットワークなどを実践的に活用するとともに、情報モラル等に
ついての指導の充実を図る。
特に、普通教科「情報」については、将来、いずれの進路を選択した場合でも必要
となる情報活用能力を身に付けさせるため、現行の科目構成を見直す。
（答申p66）

※ 小中高において、情報教育の体系・系列化が示される。
「情報活用能力の伸長」



情報教育の体系化情報教育の体系化(3)(3)

各教科等の指導に当たっては，児童がコンピュータや情報通信ネットワー
クなどの情報手段に慣れ親しみ，コンピュータで文字を入力するなどの基
本的な操作や情報モラルを身に付け，適切に活用できるようにするための
学習活動を充実するとともに，これらの情報手段に加え視聴覚教材や教
育機器などの教材・教具の適切な活用を図ること。

小学校学習指導要領 第１章総則４－２（９）

※ 情報活用能力が、具体化されてきた。
「情報手段」という言葉が目立ち始めてきた。

各教科等の指導に当たっては，生徒が情報モラルを身に付け，コン
ピュータや情報通信ネットワークなどの情報手段を適切かつ主体的，積
極的に活用できるようにするための学習活動を充実するとともに，これら
の情報手段に加え視聴覚教材や教育機器などの教材・教具の適切な活
用を図ること。

中学校学習指導要領 第１章総則４－２（１０）



情報教育の体系化情報教育の体系化(4)(4)
Ｑ 学習内容の標準は

生徒の多様な学習要求に応えるとともに、進路希望等を実現させたり、社会

の情報化の進展に主体的に対応できる能力や態度をはぐくむために、より広
く、より深く学習することを可能にする内容を重視する。（答申ｐ１３３）

現在は、担当する教員の考え方、能力、学校や地域の環境により、学習レベルは
ばらばらである。教員は指標となるレベルを求めているが。

※ 情報活用能力が、多岐にわたって進化してきた。

Ｑ 代替科目は廃止？

代替科目での実施は暫定措置である。
（現行指導要領 付則 当分の間 特別の事情がある場合は・・・・）
完全実施の場合、専門高校の「情報」 を担当する教員は免許所持者でなければ
ならない。
総則の内容は教科書がいらないので先行実施しやすい。



まとめてみるとまとめてみると

②小中高において、情報教育の体系・系列化が示される。
「情報活用能力の伸長」

※今回の改訂では、更に進化した「情報活用能力」が求

①義務教育で情報を扱うことが明記された。
→５年前は、高校で扱うことが明記された。

※情報教育が浸透されてきた証拠。

④情報活用能力が、多岐にわたって進化してきた。
※グローバル化、国際化してきた証拠。

③情報活用能力が、具体化されてきた。
※目指すべき姿が見えてきた。
「情報手段」という言葉が目立ち始めてきた。
※情報を扱う場面が増えてきた。人々に認知されてきた。

※今回の改訂では、更に進化した「情報活用能力」が求
められる。



情報教育が「浸透し」、情報活用能力が「進化」情報教育が「浸透し」、情報活用能力が「進化」

「様々な場面」で、「具体的なイメージ」を

•具体化されてきた。「より広く、深く」•具体化されてきた。「より広く、深く」

•多岐にわたってきた。「グローバル化」

次は、「国際認定資格国際認定資格」に着目！

AttentionAttention



国際認定資格「国際認定資格「ic3ic3」とは」とは

INTERNET AND COMPUTING CORE
CERTIFICATIONの略。

コンピュータとインターネットの国際資格

http://ic3.odysseyhttp://ic3.odyssey--com.co.jp/index.htmlcom.co.jp/index.html

CompTIACompTIAややACE(ACE(アメリカアメリカ))、、OCR(OCR(イギリスイギリス))
公認の資格。公認の資格。

ーー＞ーー＞国際的にも信頼性の高い指標として評価国際的にも信頼性の高い指標として評価

厚生労働省の「ＹＥＳ」プログラムの認定対象厚生労働省の「ＹＥＳ」プログラムの認定対象



http://ic3.odysseyhttp://ic3.odyssey--com.co.jp/index.htmlcom.co.jp/index.html



「「ic3ic3」を構成する３つの科目」を構成する３つの科目

①コンピューティング ファンダメンタルズ
ハードウェアやソフトウェア、OSに関する知識や操作方法など、コンピュータ

••試験は全てコンピュータ上で行う。試験は全てコンピュータ上で行う。

••知識問題と操作問題知識問題と操作問題

••各科目４５分。各科目４５分。1,0001,000点満点で約７割５分以上が合格点満点で約７割５分以上が合格

ハードウェアやソフトウェア、OSに関する知識や操作方法など、コンピュータ
全般の基礎

②キー アプリケーションズ
ワープロや表計算、パワーポインタなどの代表的なアプリケーショに共通す
る機能や、各々の操作方法

③リビング オンライン
インターネットやネットワーク環境でコンピュータを活用する際に必要とされ
る、基本的な知識・操作・ルールなど



http://ic3.odysseyhttp://ic3.odyssey--com.co.jp/index.htmlcom.co.jp/index.html



http://ic3.odysseyhttp://ic3.odyssey--com.co.jp/index.htmlcom.co.jp/index.html

①コンピューティング ファンダメンタルズ
ハードウェアやソフトウェア、OSに関する知識や操作方法など、コンピュータ
全般の基礎



http://ic3.odysseyhttp://ic3.odyssey--com.co.jp/index.htmlcom.co.jp/index.html

②キー アプリケーションズ
ワープロや表計算、パワーポインタなどの代表的なアプリケーショに共通す
る機能や、各々の操作方法



http://ic3.odysseyhttp://ic3.odyssey--com.co.jp/index.htmlcom.co.jp/index.html

③リビング オンライン
インターネットやネットワーク環境でコンピュータを活用する際に必要とされ
る、基本的な知識・操作・ルールなど



セクション分析（採点結果）セクション分析（採点結果） ３年生合格３年生合格

Computing

Fundamentals

ＯＳの基礎知識 ７５％
ソフトウェアの知識 ８９％
ハードウェアの知識 ８５％

Key

Applications

アプリケーションに共通の機能
と操作

９５％

プレゼンテーションソフトの機
能と操作

８０％
Applications 能と操作

８０％

ワープロソフトの機能と操作 １００％
表計算ソフトの機能と操作 １００％

Living

Online

インターネットの利用方法 １００％
コンピュータの社会的影響 ６７％
ネットワークとインターネット
の基礎知識

８６％

電子メールの機能と操作 ９２％



セクション分析（採点結果）セクション分析（採点結果） １年生不合格１年生不合格

Computing

Fundamentals

ＯＳの基礎知識 ３９％
ソフトウェアの知識 ５４％
ハードウェアの知識 ４８％

Key

Applications

アプリケーションに共通の機能
と操作

７８％

プレゼンテーションソフトの機
能と操作

６６％
Applications 能と操作

６６％

ワープロソフトの機能と操作 ７７％
表計算ソフトの機能と操作 ７５％

Living

Online

インターネットの利用方法 ８０％
コンピュータの社会的影響 ３７％
ネットワークとインターネット
の基礎知識

３６％

電子メールの機能と操作 ５９％



セクション分析（採点結果）セクション分析（採点結果） １年生不合格１年生不合格

Computing

Fundamentals

ＯＳの基礎知識 ３９％
ソフトウェアの知識 ５４％
ハードウェアの知識 ４８％

Key

Applications

アプリケーションに共通の機能
と操作

７８％

プレゼンテーションソフトの機
能と操作

６６％
Applications 能と操作

６６％

ワープロソフトの機能と操作 ７７％
表計算ソフトの機能と操作 ７５％

Living

Online

インターネットの利用方法 ８０％
コンピュータの社会的影響 ３７％
ネットワークとインターネット
の基礎知識

３６％

電子メールの機能と操作 ５９％



さらに結果を分析すると（考察）さらに結果を分析すると（考察）
1.1. OSOSの基礎の基礎知識知識が乏しいが乏しい

→全般的に苦手。工業高校生だからできている

2.2. ＰＣのＰＣの社会的な影響社会的な影響に関する基礎に関する基礎知識知識が乏が乏
しいしい

→全般的に苦手。教育方法が未定着な分野

3.3. インターネットの機能と操作は強いが、インターネットの機能と操作は強いが、ネッネッ
トワークトワークを含めた基礎を含めた基礎知識知識が乏しいが乏しい

→関心の高さの違い。教育方法が未定着な分野

4.4. ワープロ、表計算ワープロ、表計算の機能と操作は強いが、の機能と操作は強いが、
プレゼンテーションプレゼンテーションの機能と操作は弱いの機能と操作は弱い

→教育機会の差（時間数の違い）



おわりにおわりに
１．今後めざす「情報活用の実践力」の方向１．今後めざす「情報活用の実践力」の方向
性が見えてきた性が見えてきた ①①広く広く((国際化国際化)) ②②深く深く

ーー＞ーー＞照準が合わせ易くなった一方、どうやって教照準が合わせ易くなった一方、どうやって教
育機会を与えるかが鍵（教材開発力、展開力）育機会を与えるかが鍵（教材開発力、展開力）

※※次の改訂（情報教育の２ｎｄステージ）に向けた朗報次の改訂（情報教育の２ｎｄステージ）に向けた朗報

２．資格・検定試験を上手に活用する２．資格・検定試験を上手に活用する２．資格・検定試験を上手に活用する２．資格・検定試験を上手に活用する

ーー＞周囲にはコンピュータを取り巻く資格・検定試ーー＞周囲にはコンピュータを取り巻く資格・検定試
験が山ほどあるが、内容を見極め、生徒を伸ばす資格験が山ほどあるが、内容を見極め、生徒を伸ばす資格
試験を積極的に！試験を積極的に！ ((目標設定目標設定))

（注目）①リテラシー面：「ｉｃ３」（注目）①リテラシー面：「ｉｃ３」

②技術教育に関する知識・技術面：「②技術教育に関する知識・技術面：「パソコン整備士検定パソコン整備士検定
((内閣府認証内閣府認証)) Japa 」」 http://www.pc-seibishi.org/
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ご静聴、ありがとうございました。

これで、発表を終わります。

hrmymo@po2.across.or.jp


